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＜９＞ 世界
せ か い

が君
きみ

の本舞台
ほ ん ぶ た い

 

未来学者 ヘイゼル・ ヘンダーソン 

同じ地球に住む一人の人間として、今、自分が住んでいる場所で、 

可能
か のう

な限
かぎ

りの行動を起こしていく 

 

 

私
わたし

が開
ひら

いた友情の大道
だい どう

を皆
みな

さんに託
た く

したい 

 

 池田 未来部の皆
みな

さん、新年（二〇一三年）、おめでとう！ 

 グングンと大樹
たい じゅ

に伸
の

びていく皆
みな

さん方
がた

と新しい年を出発できることが、私は本当にうれしい。 

 

 ――中等部、高等部の皆
みな

さんからも、「海外で活躍
かつ やく

できる人になります」「池田先生に続いて、世界

中の人と友情を結
むす

んでいきます」等、決意が寄
よ

せられています。 

 

 池田 そう言ってくれる皆
みな

さんのために、私はこれからも世界に道を開
ひら

いていきます。世界

広宣流布
こう せん る ふ

の土台は、完璧
かん ぺき

にできあがりました。あとは「人材」です。みんなが力
ちから

をつけ、偉大
い だい

なリー

ダーに育ってくれることです。 



 未来部の君の成長が、あなたの前進が、人類の希望です。 

 どうか、〝心の世界地図〟を大きく広げ、自
みずか

らの無限
む げん

の可能性
か のう せい

を開
ひら

きながら、勝利、勝利の一年

にしていってください。 

          ＊ 

 

 ――最近は、どの国に行っても、ＳＧＩのメンバーと会うことができる。そういう時代になりました。 

 

 池田 すごいことだね。 

 恩師
おん し

・戸田城聖
じょう せい

先生は、「君の本当の舞台
ぶ たい

は世界だよ」と、私に平和のバトンを託
たく

してくださった。

私は、世界に行けなかった先生の〝分身
ぶん しん

〟として駆
か

けめぐりました。師の心を心として、世界を友

情で結
むす

んできました。 

 ＳＧＩが発足
ほっ そく

したのは、三十八年前の一月のことです（一九七五年一月二十六日、グアム）。 

 あの日、私は発足式
ほっ そく しき

の会場の署名簿
しょ めい ぼ

に「池田大作」と書き、国籍
こく せき

の欄
らん

には「世界」と記
しる

しました。

戸田先生が叫
さけ

ばれた「地球民族主義」が、私の信条
しん じょう

だからです。 

 今やＳＧＩの連帯
れん たい

は、国家や民族、人種
じん しゅ

など、あらゆる違
ちが

いを超
こ

え、人類を結
むす

ぶ平和の連帯になっ

ています。 

 一人ひとりが、それぞれの国、それぞれの地域に根を張り、「良き市民」として、信頼
しん らい

を集め、社会

に大きく貢献
こう けん

しています。 

          ＊ 



 ――世界へ雄飛
ゆう ひ

しようと決意する未来部員から、「世界市民になるためには何をすればいいですか」

という質問がありました。 

 

 池田 偉
えら

い。いい質問だね。 

 「シンク・グローバリー、アクト・ローカリー」という言葉を聞いたことがあるかな。「地球規模
き ぼ

で考え、

地域から行動する」という意味で、世界市民の条件
じょう けん

です。 

 この言葉は、私と共
とも

に対談集を発刊した未来学者のヘイゼル・ヘンダーソン博士が、地球環境
かん きょう

の

問題を解決
かい けつ

するために掲
かか

げていたスローガンです。 

 博士は、私との対談で、世界市民になることは「決して難
むずか

しいことではない」と言われていた。大

事なのは、さまざまな世界の問題に対して、 

 

「同じ地球に住む一人の人間として、今、自分が住んでいる場所で、 

可能
か のう

な限
かぎ

りの行動を起こしていくこと」 

 

と語られています。 

 この言葉を、皆
みな

さんに贈
おく

りたい。「世界市民」とは「心」で決まる。日ごろの「行動」で決まります。 

 

 ――ヘンダーソン博士は、もともと無名
む めい

の一主婦でありながら、大気汚染
お せん

などの環境
かん きょう

の改善
かい ぜん

に立ち

上がった女性リーダーですね。 



 

 池田 そうです。今から五十年ほど前のアメリカ・ニューヨークは、人の肌
はだ

がススで汚
よご

れてしまうほ

ど、大気汚染
お せん

がひどかった。博士は、子どもたちの未来を守るために、立ち上がりました。 

 まず、広場に集まる母親たちに声をかけ、少しずつ仲間を増
ふ

やし、小さなグループをつくりました。

そして、市長やテレビ局に手紙を書き、庶民
しょ みん

の苦しみを訴
うった

えました。環境
かん きょう

を破壊
は かい

する企業にも強く

抗議
こう ぎ

します。しかし、〝主婦に何が分かる〟とあざ笑
わら

われました。 

 しかし、博士は負けなかった。自
みずか

らが猛
もう

勉強していくとともに、市民の声を高めながら、粘
ねば

り強く、

公害を規制
き せい

する法律を成立させる流れをつくっていきました。 

          ＊ 

 ――一人の勇気ある行動が、社会を変え、世界を変革
へん かく

していったのですね。 

 

 池田 その通りです。 

 ヘンダーソン博士の勇気の原点は、偉大
い だい

なお母さんの姿
すがた

でした。 

 博士が六歳の時、第二次世界大戦が起こり、当時住んでいたイギリスも空爆
くう ばく

を受けました。博士

のお母さんは、焼け出された人たちのために自宅の部屋を開放し、多くの人々を助けたのです。 

 自分も苦しい、それでも、苦しんでいる人を救
すく

わずにいられない――この崇高
すう こう

な母の 魂
たましい

こそ、「世

界市民」の原点です。 

 実
じつ

は「世界市民」の最
もっと

も良い模範
も はん

が、皆
みな

さんのすぐ側
そば

にいる。それは、みんなのお父さん、お母さ

んであり、近所の学会員さんです。 



 毎日毎日、地域のため、あの人この人のために、一生懸命
いっ しょう けん めい

、行動を積
つ

み重
かさ

ねながら、しかも「世

界広宣流布
こう せん る ふ

」という、大きな大きな理想に燃
も

えています。 

 時には「トインビー博士は……」とか、「ゴルバチョフ元大統領
もと だい とう りょう

も……」などと、まるで自分の友達

のようにしゃべる。（笑い） 

 悩
なや

む人がいれば、生命の希望の哲学を語り、宇宙の大法則
だい ほう そく

を語り、人間蘇生
そ せい

の体験を語る。共
とも

に涙
なみだ

を流し、共に祈
いの

り、励
はげ

ましを送る。 

 これほど地道
じ みち

に、着実に、人類の幸福のため、世界の平和のために貢献
こう けん

している人が、どこにい

るだろうか。この素晴
す ば

らしき創価の父母
ちち はは

の連帯
れん たい

を、ヘンダーソン博士も心から賞讃
しょう さん

されています。 

          ＊ 

 ――あるメンバーから、「池田先生のように、文化や言葉、宗教も違
ちが

う人と語り合い、世界に友情を

結
むす

ぶには、何が大切ですか」という質問がありました。 

 

 池田 「世界」と言っても、根本
こん ぽん

は「人間」対「人間」です。 

 同じ「人間」という視点
し てん

に立てば、共通点はたくさん見つかります。 

 特に「生老病死
しょう ろう びょう し

」という万人
ばん にん

の課題を、心ある知性は真剣
しん けん

に思索
し さく

しています。ですから、仏法を学

び、実践
じっ せん

しているということは、「生命」という最
もっと

も奥深
おく ぶか

い次元で心が通
かよ

う対話を進めることができるの

です。 

 ともあれ、外国の方々と友情を結
むす

ぶと言っても、何も特別なことではありません。 

 人間として尊敬
そん けい

するのです。 



 人間として率直
そっ ちょく

に語るのです。 

 人間として理解し合うのです。 

 ゆえに、人間としての振
ふ

る舞
ま

いが重要です。 

 

 例
たと

えば、自分からあいさつができる人、自分から声をかけられる人は、世界市民です。朗
ほが

らかなあ

いさつ一つ、明るい声一つで、〝ああ、この人は、いい人だな〟と、相手が安心し、打ち解
と

け合うこ

とができるからです。 

 また、「約束は必ず守る」ことも世界の指導者に共通
きょう つう

しています。 

 戸田先生は、「青年の最高の修行
しゅ ぎょう

は、約束を守ることだ」と、いつも教えてくださった。 

 偉大
い だい

な人は、信義
しん ぎ

を貫
つらぬ

きます。友との約束、そして、自分自身との約束を、絶対に破
やぶ

りません。誓
ちか

ったことを必ずやり通す――この人間としての「信念
しん ねん

」が、君を、あなたを、世界市民へと育ててくれる

んだよ。 

          ＊ 

 ――池田先生の「人間外交
がい こう

」は、日本と中国、日本とロシアなども大きく結
むす

んでこられました。 

 

 池田 平和を愛する一人の人間として、私は私の次元で「可能
か のう

な限
かぎ

りの行動」を誠実
せい じつ

に貫
つらぬ

いてき

ただけです。 

 一九七四年、私が初めて中国を訪問した時、かわいらしい一人の少女が私に尋
たず

ねてきました。 

 「おじさんは、何をしに中国に来たのですか？」 



 私は答えました。 

 「あなたに会いに来たのです」 

 それは、まぎれもない私の率直
そっ ちょく

な思いでした。「人間と人間、民衆
みん しゅう

と民衆、青年と青年を結
むす

ぶ懸
か

け

橋に」――これが私の決心でした。 

 中国に続いて、ソ連も訪
おとず

れました。当時、ソ連は〝こわい国〟という印象
いん しょう

を持っている人が少なく

なかった。 

 行く前には、〝宗教者なのに、なぜ宗教を否定
ひ てい

する共産主義の国に行くのか〟と、批判
ひ はん

もされま

した。私は答えました。 

 「そこに、人間がいるからです」 

 そうやって世界に開
ひら

いてきた「友情のシルクロード」を、私は皆
みな

さん方
がた

に託
たく

していきます。 

          ＊ 

 ――池田先生は、アメリカの名門コロンビア大学での講演で、世界市民の模範
も はん

として、 

 一、生命の平等
びょう どう

を知る「智慧
ち え

の人」 

 二、違いを尊重
そん ちょう

できる「勇気の人」 

 三、人々と同苦
どう く

できる「慈悲
じ ひ

の人」 

の三点をあげられました。 

 この視点
し てん

は、世界の争
あらそ

いごとを解決
かい けつ

するための重要な条件
じょう けん

としても注目されています。 

 

 池田 皆
みな

さんは、これから世界中の人と友達になり、平和を創造
そう ぞう

していく若き指導者です。 



 学びに学んで、人間としての実力を、じっくり磨
みが

いていってください。 

 世界の文学にも挑戦
ちょう せん

してもらいたいね。読書は、ただ「情報」を得
え

るだけではなく、その国の文化

や歴史も深く学ぶことができる。豊
ゆた

かな「心」の共感を広げてくれます。 

 とともに、語学をしっかりと学んでほしい。語学は〝世界へのパスポート〟です。一つの言語と言

わず、これからは二つも、三つも必要になります。 

 東北・岩手生まれの新渡戸稲造
に と べ いな ぞう

博士は、若き日に「太平洋の懸
か

け橋」となることを 志
こころざ

し、国際

連盟
れん めい

事務次長も務
つと

めた世界市民です。初代会長の牧口先生とも、交友がありました。その博士が、

こう言われています。 

 

「自分の現在の義務
ぎ む

を完全に尽
つ

くす者がいちばん偉
えら

いと思う。そして、自分の現在の義務は何であ

るかをはっきり認
みと

め得
う

る人は、人生の義務と目的とを理解する道に進むであろう」 

 

 博士は、今の自分自身を掘
ほ

り下げていけば、世界に道は開
ひら

かれていくと考えていました。 

 今、この時に、学んで学んで、自分を深めていく――その努力の先に、世界はいくらでも広がって

いる。 

 世界がみんなを待っています。 

          ＊ 

 ――未来部員の中には、語学が苦手
にが て

という人がいます。 

 

 池田 これまでは、そうだったかもしれない。しかし、人は変わることができます。学ぼうと決意した



時がチャンスです。 

 勉強するのに「遅
おそ

すぎる」なんてことは、絶対にありません。 

 「習うより慣
な

れろ」です。最近のあれだけ難
むずか

しい日本語を話せるんだもの（笑い）、外国の言葉も必

ず話せるようになります。 

 私が、みんなと同じ年代のころは戦争中だったので、英語は敵性
てき せい

語
ご

として勉強できませんでした。 

 もう一度、学生時代に戻
もど

れるならば、語学をしっかり身につけたいと、つくづく思います。だから、

若い皆
みな

さんは思い切り語学を習得
しゅう とく

して、世界に友情を広げていただきたいのです。 

 できれば、お父さんやお母さんも、外国に案内して差し上げてほしい。 

 「世界広宣流布
こう せん る ふ

」は、日
にち

蓮
れん

大聖人
だい しょう にん

が御生涯
ご しょう がい

をかけられた大願
だい がん

です。御書
ご しょ

を拝
はい

すると、「世界」をあ

らわす「一
いち

閻
えん

浮
ぶ

提
だい

」「閻浮提」「閻浮」という言葉が、実
じつ

に二百カ所以上も、記
しる

されています。 

 この大仏法を持
たも

つ皆
みな

さんが、立派
りっ ぱ

な世界市民と躍
おど

り出て、社会と広布
こう ふ

のリーダーとして大活躍
だい かつ やく

し

ていくことは決まっています。 

 その日を楽しみに、この一年も、皆
みな

さんと一緒
いっ しょ

に前進したい。 

 さあ、新しい年の始まりに、新しい目標を掲
かか

げて出発しよう！ 

 共
とも

に未来へ！ 共々に世界へ！ 

 

 

※ヘンダーソン博士の言葉は、『地球対談 輝く女性の世紀へ』（『池田大作全集114』〈聖教

新聞社〉収録。扉も同）。新渡戸稲造の言葉は、『自分をもっと深く掘れ！』（三笠書房）。 


